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産業廃棄物処理業者・M-EMS
　　　　エコアクション21 相互認証版環境報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　2023年度
　　　　　　　　　　活動期間

(2023年 4月 1日～2024年 3月31日) 
2024年 8月　1日
　　　　　　　　　　　　　見直し　；　2025年3月25日　
山泰建設株式会社
1. 組織の概要
(1) 事業所名 ： 山泰建設株式会社
(2) 代表者氏名 ： 代表取締役 鎌田 泰裕
(3)　所 在 地：三重県四日市市水沢町166

(4) 事業内容   ：1．産業廃棄物の収集運搬
2．産業廃棄物処分 (中間処理)
(5) 資　本　　　　： 50,000,000円
(6) 沿　革 　　　： 1975年 　8月 25日　：　　　創業
　　　　　　    　　　   　1994年 11月：三重県産業廃棄物収集運搬業許可取得（第02402025040号）

　　　　　　　           1995年 　2月：三重県産業廃棄物処分業許可取得（第02422025040号）

2019年  5月：M-EMS ステップ2W認証取得

(7) 事業の規模
① 売    　上 ： 551,300,000円（2023年度実績）　　
② 従 業 員 数：19名

③ 敷 地 面 積 ：延床面積
・本社・事務所　　敷地面積:4490平方メートル　　　延床面積:537平方メートル 
・中間処理施設　　
住所　　　　　　　　　    　　敷地面積　　　　　　　延床面積
第1リサイクルプラント：四日市市水沢町字横堀5034-2　　　　 3124平方メートル　　40平方メートル
第2リサイクルプラント：四日市市堂ヶ山町字上大塚谷1902　　5233平方メートル   35平方メートル
第3リサイクルプラント：四日市市堂ヶ山町字梨木沢1943-29
 4200平方メートル　　0平方メートル
・積替え保管施設　なし
 （8） 許認可一覧と許可品目
１）産業廃棄物関係

	許可の内容


	有効期限/許可行政


	許可品目



	産業廃棄物収集運搬業

許可番号:　第02402025040号
　
　取得：1994年11月　15日
	有効期限: R7年1月21日

～R11年11月15日
許可行政:三重県
	汚泥、廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物を含む）、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガラスくず等（石綿産業廃棄物を含む）、がれき類
以上9種類

	産業廃棄物処分業

許可番号:第02422025040号
取得：1995年2月　9日
	有効期限: R2年5月7日
～R7年2月8日
許可行政:三重県
（更新申請中）
	【中間処理】
木くず、ガラスくず等（石綿産業廃棄物を除く）、がれき類（石綿産業廃棄物を除く）
以上3種類
天日乾燥：汚泥（水銀使用製品産業廃棄物を除く）
以上1種類


(９)取扱い産業廃棄物
　・廃棄物の収集運搬実績
	収集運搬実績
	単　位
	２０２１年度
	２０２２年度
	２０２３年度

	産業廃棄物
	ｔ
	22746
	20423
	14074


　　　・運搬車両の種類と台数

	車両の種類
	台数
	最大積載量（ｋｇ）
	備考

	2ｔダンプ
	1台
	2000
	産廃専用

	3ｔダンプ
	2台
	3000
	産廃専用

	10ｔダンプ
	2台
	8700
	産廃専用


　　　　　・中間処理実績
	処理実績
	単　位
	２０２１年度
	２０２２年度
	２０２３年度

	中間処理量（破砕等）
	ｔ
	174740
	176405
	144127


　・中間処理施設の種類及び処理能力
・処理施設（設備）
第1リサイクルプラント

破砕機 ：HITACHI HR320（破砕機）
重機   ：CAT320D（0.7㎥バックホウ）　２台　
CAT910K（1.3㎥ホイールローダー）　１台
・処理能カ
がれき類破砕 ： 800 t/日(8時間)
・許可品目：木くず、ガラスくず等（石綿含有産業廃棄物を除く）・がれき類（石綿含有産業廃棄物
を除く）
第2リサイクルプラント

破砕機　： コマツ　BR380（破砕機）
重機　　 ：CAT320D（0.7㎥バックホウ）　２台
　CAT320E（0.7㎥バックホウ）１台
コマツD31ブルドーザー　1台
コマツPC30（0.1㎥バックホウ）1台

・処理能カ
がれき類、ガラスくず等破砕 ： 680 t/日(8時間)

天日乾燥施設　汚泥：21㎥/日（22ｈ）
・許可品目：木くず、ガラスくず等（石綿含有産業廃棄物を除く）・がれき類（石綿含有産業廃棄物
を除く）、汚泥
第3リサイクルプラント

破砕機　：諸岡　MC-2000（破砕機）　1台
諸岡　MC-6000（破砕機）　1台

重機    ：CAT320E（0.7㎥バックホウ）　1台
コマツWR12（1.4㎥ホイールローダー）　1台

・処理能カ
木くず破砕： 27.44ｔ/日(8時間)  

・許可品目：木くず、ガラスくず等（石綿含有産業廃棄物を除く）・がれき類（石綿含有産業廃棄物
を除く）
・処理工程図
第1リサイクルプラント・第2リサイクルプラント　
がれき類フローチャート
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・処理工程図
第２リサイクルプラント
汚泥フローチャート
・処理工程図
第2リサイクルプラント　
汚泥フローチャート

 SHAPE  \* MERGEFORMAT 



・処理工程図
第3リサイクルプラント
木材フローチャート
・処理工程図
第3リサイクルプラント　
木材フローチャート

 SHAPE  \* MERGEFORMAT 



(10)廃棄物の処理料金
運搬距離、 廃棄物内容、 回収形態等により、 都度見積もりをおこなう。
(11)環境活動の取り組み体制
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環境管理責任者　:　 鎌田 一成
担当者連絡先　 :　 鎌田 一成
(TEL：059-329-2510 　FAX ：059-329-3080) 
2.  登録対象
(1 )登録内容
M-EMS登録証:
登 録 日： 2019年 5月 1日
登録期限   ： 2025年 4月30日
登録番号   ： M-EMS2W-0019 　　KES2W-5-0019

(2) 登録範囲
産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物中間処分業 
(3 )対象事業所
本社・事務所　　　　　三重県四日市市水沢町166番地
中間理施設　　　　


第1リサイクルプラント　三重県四日市市水沢町字横堀5034-2
第2リサイクルプラント　三重県四日市市堂ヶ山町字上大塚谷1902
第3リサイクルプラント　三重県四日市市堂ヶ山町字梨木沢1943-29　

３．環境宣言
	環　境　宣　言

基本理念

山泰建設株式会社は、地球環境の保全が人類共通の最重要課題の一つであることを認識し、全組織を挙げて環境負荷の低減及び環境保護に努力します。

方　　針

山泰建設株式会社は、産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物中間処分業、土木工事業、舗装工事業、解体工事業に係わる全ての活動、製品及びサービスの環境影響を低減するために、次の方針に基づき環境マネジメント活動を推進して地球環境との調和を目指します。

１eq \o(．)当社の活動、製品及びサービスに係わる環境影響を常に認識し、環境汚染の予防及び環境保護

を推進するとともに、環境マネジメント活動の継続的改善を図ります。

なお環境保護には、持続可能な資源の利用、気候変動の緩和及び気候変動への適応、並びに

生物多様性及び生態系の保護などを含みます。

２eq \o(．)当社の活動、製品及びサービスに係わる環境関連の法的及びその他の要求事項を順守します。

３eq \o(．)当社の活動、製品及びサービスに係わる環境影響のうち、以下の項目を環境管理重点テーマと

して取り組みます。

(1) 電気使用量の削減
(2)　　燃料使用量の削減（ガソリン、軽油）

 (3)　 事務用紙使用量の削減
 (4)　 適正分別指導件数の削減（廃棄物適正分別の向上）
 (5)  事務所・工場周辺の清掃

４eq \o(．)一人ひとりが環境負荷低減活動を積極的に実践できるように、この環境宣言を組織の全員に周知

するとともに一般に人々が入手できるようにします。

５eq \o(．)三重県及び四日市市の環境改善活動に積極的に参画します。

上記の方針達成のために、環境改善目標を設定し、定期的に見直し環境マネジメントシステムを推進します。

制定日　2018年11月　1日

改訂日　2021年 4月　1日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


山泰建設株式会社
　代表取締役　　鎌田 泰裕eq \o(　)



４．環境改善目標
4-1. 環境改善目標　（2021年度～2023年度）
2021年度以降３年間の環境改善目標と実績　
　　（基準年度：2020年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　






































































































































































































































	環境改善目標
	基準年度
	単位
	
	単年度目標と実績

	（最終年度の目標）
	２０２０年度実績
	
	２０２１年度
	２０２２年度
	２０２３年度

	電力使用量

基準年度比

２％削減
（二酸化炭素排出量の削減）
	122，475
	kWh
	目標
	基準年度比

維持

（122，475）
	基準年度比
１％削減
（121,250）
	基準年度比
２％削減
（120,025）

	
	
	
	実績
	104,373
	136,704
	133,788

	
	46,418
	kg-CO2
	目標
（CO₂ 換算）
	46,418
	45,954
	45,489

	
	
	
	実績

（CO₂ 換算）
	39,557
	51,811
	50,706

	ガソリン使用量

基準年度比

１％削減
（二酸化炭素排出量の削減）
	10,085
	ℓ
	目標
	基準年度比

維持

（10,085）
	基準年度比

0.5％削減

（10,034）
	基準年度比
１％削減
（9,984）

	
	
	
	実績
	10,034
	10,155
	9,458

	
	23,397
	kg-CO₂
	目標
（CO₂ 換算）
	23,397
	23,279
	23,163

	
	
	
	実績

（CO₂ 換算）
	23,279
	23,560
	21,943

	軽油使用量

基準年度比

１％削減
（二酸化炭素排出量の削減）
	253,925
	ℓ
	目標
	基準年度比

維持

（253,925）
	基準年度比
0.5％削減
（252,655）
	基準年度比
1％削減
（251,385）

	
	
	
	実績
	249,839
	252,787
	260,466

	
	655,127
	kg-CO₂
	目標
（CO₂ 換算）
	655,127
	651,850
	648,573

	
	
	
	実績

（CO₂ 換算）
	644,585
	652,190
	672,002

	事務用紙使用量の削減

基準年度比

１％削減
	70,998
	枚
	目標
	基準年度比
維持

（70,998）
	基準年度比
0.5％削減
（70,643）
	基準年度比
1％削減
（70,288）

	
	
	
	実績
	64,740
	73,385
	65,442

	適正分別指導件数の20%削減
（1９０件以下）
	２38
	件／年
	目標
	基準年度比
10％削減

214件以下
	基準年度比
1５％削減

202件以下
	基準年度比
20％削減
190件以下

	
	
	
	実績
	185
	183
	175

	事務所・工場周辺の清掃
12回/年（29回/3年）
	１２
	回/年
	目標
	12回／年


	　　12回／年


	12回／年



	
	
	
	実績
	12
	12
	12

	二酸化炭素総排出量
（電力+ガソリン＋軽油）
	724,942
	kg- CO₂
	目標
	724,942
	721,083
	717,225

	
	
	
	実績
	707,421
	727,561
	744,651


CO₂ 排出係数　：中部電力（2020年度実績）　：0.379 kg-CO₂/kWh   軽油 ：2.58 kg-CO₂/ℓ
ガソリン ：2.32 kg-CO₂/ℓを使用。 
なお水の使用量の削減については、改善目標から除外していますが、
管理項目として取り上げ、節水を心がけ、その削減に努めています。
自社廃棄物（一般廃棄物として）は、少量（１０ℓ/月）ですが、削減に努めます。
化学物質においては、ごく少量の使用しかありませんので、目標に取り上げていません。

4-2. 環境改善目標　（2024年度～2026年度）
2023年度の実績を考慮して、2024年度以降３年間の環境改善目標を下記表に示す。　
　　（基準年度：202３年度）　　
	環境改善目標
	基準年度
	単位
	
	単年度目標と実績

	（最終年度の目標）
	２０２３年度実績
	
	２０２4年度
	２０２5年度
	２０２6年度

	電力使用量

基準年度比

２％削減
（二酸化炭素排出量の削減）
	133,788
	kWh
	目標
	基準年度比

維持

（133，788）
	基準年度比
１％削減
（132,450）
	基準年度比
２％削減
（131,112）


	
	
	
	実績
	
	
	

	
	56,325
	kg-CO2
	目標
（CO₂ 換算）
	56，325
	55,762
	55,198

	
	
	
	実績

（CO₂ 換算）
	
	
	

	ガソリン使用量

基準年度比

2％削減
（二酸化炭素排出量の削減）
	9,458
	ℓ
	目標
	基準年度比

維持

（9,458）
	基準年度比

1％削減

（9，363）
	基準年度比
2％削減
（9，269）

	
	
	
	実績
	
	
	

	
	21,943
	kg-CO₂
	目標
（CO₂ 換算）
	21,943
	21，722
	21，504

	
	
	
	実績

（CO₂ 換算）
	
	
	

	軽油使用量

基準年度比

2％削減
（二酸化炭素排出量の削減）
	260,466
	ℓ
	目標
	基準年度比

維持

（260,466）
	基準年度比
1％削減
（257，861）
	基準年度比
2％削減
（255，257）

	
	
	
	実績
	
	
	

	
	672，002
	kg-CO₂
	目標
（CO₂ 換算）
	672,002
	665，281
	658，563

	
	
	
	実績

（CO₂ 換算）
	
	
	

	事務用紙使用量の削減

基準年度比

3％削減
	65,442
	枚
	目標
	基準年度比
1％削減
（64，788）
	基準年度比
2％削減
（64，133）
	基準年度比
3％削減
（63，479）

	
	
	
	実績
	
	
	

	適正分別指導件数の9％削減
（160件以下）
	175

	件／年
	目標
	基準年度比
3％削減

170件以下
	基準年度比
6％削減

165件以下
	基準年度比
9％削減
160件以下

	
	
	
	実績
	
	
	

	事務所・工場周辺の清掃
12回/年（36回/3年）
	１２
	回/年
	目標
	12回／年


	　　12回／年


	12回／年



	
	
	
	実績
	
	
	

	二酸化炭素総排出量
（電力+ガソリン＋軽油）
	750，270
	kg- CO₂
	目標
	750，270
	742，765
	735，265

	
	
	
	実績
	
	
	


CO₂ 排出係数　：中部電力（2023年度実績）　：0.421 kg-CO₂/kWh   軽油 ：2.58 kg-CO₂/ℓ
ガソリン ：2.32 kg-CO₂/ℓを使用。 
なお水の使用量の削減については、2024年度以降３年間の環境改善目標から除外していますが、
管理項目として取り上げ、節水を心がけ、その削減に努めていきます。
自社廃棄物（一般廃棄物として）は、少量（１０ℓ/月）ですが、削減に努めます。
化学物質においては、ごく少量の使用しかありませんので、目標に取り上げていません。

５． 環境改善目標と実績 （2023年度）
環境改善活動実績　　　　（2023年4月～2024年3月）
	環境改善目標
	具体的方策
	目標値
	実績値
	評価

	電力使用量

基準年度比

１％削減
（二酸化炭素の排出量削減）
	・空調温度の適正管理

・休憩時間の消灯確認
・設備の休止時電源オフ
・夜間作業時の適正な
電灯の使用
	120，025 kWh
45，489 kg-CO₂
	133，788 kWｈ
50，706 kg-CO₂
	達成度89.7％
C

	ガソリン使用量

基準年度比

0.5％削減
（二酸化炭素の排出量削減）
	・アイドリングストップの推進
・エコ運転の励行

	9，984　ℓ
23，163 kg- CO₂
	9，458　ℓ
21，943 kg- CO₂
	達成度106％
A

	軽油使用量
基準年度比
0.5％削減
（二酸化炭素の排出量削減）
	・アイドリングストップの推進
・エコ運転の励行
・点検による異常発生の抑制
・運転技術の向上による
運転時間の削減

	251，385　ℓ
648，573 kg- CO₂
	260，466　ℓ
672，002 kg- CO₂
	達成度97％
B


	事務用紙使用量の削減

基準年度比　　
0.5％削減
	・裏紙の再利用
・画面コピーの活用
・パソコン、電子メールの活用
（電子媒体の活用含む）

	70，288　枚
	65，442　枚
	達成度107％
A

	適正分別指導件数の削減
（20件／月以下）
基準年度比　　15%削減


	・顧客に対して適正分別の広報


	190件

	175件

	達成度109％
A

	事務所・工場周辺の清掃
毎月１回


	・月に一度のごみ拾い、
清掃の実施
・草刈り
・3S活動の実施


	１２　回

	１２　回

	達成度１００％
Ａ

	二酸化炭素排出量（kg- CO₂）
	・空調温度の適正管理
・休憩時間の消灯確認
・設備の休止時電源オフ
・夜間作業時の適正な電灯の使用
・アイドリングストップの推進
・エコ運転の励行
・点検による異常発生の抑制
・運転技術の向上による
運転時間の削減

	717，225
 kg- CO₂
	744，651
kg- CO₂
	達成度96％
B


評価記号　A：良好( 100%以上)　 B： やや不足(90～100%) 　C： 不適合(90%以下) 
	No
	管理項目
	具体的施策
	項目
	単位
	2021年度
	2022年度
	2023年度

	１
	水の使用量削減
	・洗面所の水は必ず締める
・洗車時には水を出しっぱなしにしない
	水使用量
	㎥
	360
	348
	322


5.1 具体的環境活動の評価
☆ 電力使用量の削減は、目標値に対する達成度が90％と目標を達成できませんでした。夏場の暑さや事務処理量の増加等で残業が増え、エアコンや電灯の使用が増大したことによると思われます。適正な電灯の使用や空調温度の適正管理と無駄な照明を止めることに努め、継続して電気使用量の削減活動を行っていきます。
☆燃料使用量（ガソリン、軽油）の削減では、ガソリン使用量の削減では達成度１０６％（達成）、
軽油使用量の削減では達成度９７％（未達成）となり、軽油使用量の削減が目標を達成することができませんでした。
ガソリン使用量削減において、営業活動が多くなり営業車の走行が増えましたが、エコ運転の実施に努めた結果、目標を達成することができました。
軽油使用量削減についてはバックホウが２台増えたことにより稼働量が増え、作業の見直し等を図り作業効率の向上を目指していますが、目標を達成することができませんでした。（達成度９７％）
引き続きアイドリングストップの推進とエコ運転の励行に努め、燃料使用量の削減を徹底していきます。
☆事務用紙使用量の削減は、達成率１０７％と目標を達成することができました。受注量が増え新規の契約書や顧客対応の提出資料の事務量が増加しましたが、裏紙の再利用、パソコン、電子メールの活用等の具体的施策の徹底により、事務用紙使用量の増加低減効果をあげています。
　　　　　　☆注意指導件数の削減は、達成率１０９％と目標を達成しています。産業廃棄物処理業者では、外国人の従業員が増加しており、外国人運転手が産業廃棄物を持ち込む場合が多いので、引き続き適正分別の広報を徹底していきます。
　　　　　　☆二酸化炭素排出量の削減は、電気使用量の削減及び燃料使用量（ガソリン、軽油）の削減について、各使用量を二酸化炭素排出量に換算して算出した結果、達成率９６．３％となりました。　電気使用量や軽油使用量の増大により、二酸化炭素排出量が増加となりました。
　　　　　　　これらの改善活動を今後も継続して実行し、次年度は目標達成ができるよう、改善活動を推進していきます。
☆水の使用量の削減については、各自節水を心がけ使用量の削減に努めます。
5.2　２０２４年度以降の活動および今後の課題
電力使用量、燃料使用量（ガソリン、軽油）及び紙の使用量の削減については、仕事量が増加しているため、従業員に対する具体的施策の教育を徹底して、問題意識を高めて活動することが課題と考えます。
また、分別指導件数の削減は広報活動を徹底し、産業廃棄物業者へのキメ細かい指導を行います。
水の使用量については、 一層の意識向上を図り徹底に努めます。
来年度については、基準年度を２０２３年度に設定した新たな環境改善目標（中長期）の策定年度に当たり、新中長期計画に基づいた目標の達成を目指して活動を展開していきます。
６． 環境関連法規の順守状況
当社の事業活動に制約を受ける環境関連法規制等については、適用される主な環境関連法とその要求事項の概要を「別表-1」に示します。

適用される主な環境関連法の順守状況を定期的に確認し、評価の結果違反はありませんでした。　また、関係機関等からの違反の指摘・苦情・訴訟はありませんでした。

７. 最高責任者による全体の評価見直しの結果
７．１ 全体評価
システムの構築は、スムーズに運用され現時点で見直す点はない。

２０２４年度もこの環境マネジメントシステムを継続し、環境負荷低減に向けて推進していきます。
７．２見直し評価
環境方針の変更の必要性については変更なく、このまま継続して活動します。
８.　コミュニケーション
　　　　排出事業者の現地確認を受け入れています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

別表-1　適用される主な環境関連法とその要求事項の概要
	区分
	名　　　称
	要求事項
	環境影響

 項 目
	管理部門

	大気
	気候変動適応法
	・事業円滑化のためのリスク管理
　（従業員の熱中症対策、ハザードマップ確認）
・国及び地方公共団体の気候変動対応に関する施策に協力
	作業員

従業員
	環境部、
本社

	
	大気汚染防止法
	・粉じん、石綿の飛散防止

・石綿処理の事前届出
	解体（粉じん、石綿）
	環境部

	
	オフロード法
	・排ガス基準適合車の使用
・点検整備の実施-排ガス性能の維持
・適切な燃料の使用
	重機、リフト
	環境部

	
	自動車ＮＯx・ＰＭ法
	・ＮＯxＰＭ排出基準の適合車の使用
	トラック等ディーゼル車
	環境部

	騒音・

振動
	騒音、振動規制法
三重県生活保全条例
	・特定建設作業の届出

・騒音、振動規制値の順守
	コンプレッサー、重機
	環境部

	廃棄物
	廃棄物処理法
（廃棄物処理及び清掃に関する法律）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	・一般廃棄物の許可業者へ委託　　　　　　　　　

・産業廃棄物の委託契約の締結

・産業廃棄物の受託契約の締結
・産業廃棄物収集運搬（処理）基準順守

・廃棄物置場の保管基準の順守
・産業廃棄物中間処理基準の順守

・帳簿の備付、マニフェストの保管

・マニフェストの交付、回収、交付状況報告
・処理実績報告

・水銀使用製品産業廃棄物の適正処理
	ｱｽｶﾞﾗ、ｺﾝｶﾞﾗ、木くず、廃プラスチック類
水銀使用製品産業廃棄物
	環境部、
本社

	
	フロン排出抑制法

（旧フロン回収破壊法）
	・フロンを含む第一種特定製品の点検（簡易点検：4半期毎）　点検記録は機器廃止後も3年間保管
・廃棄時：回収・運搬・破壊に要する料金支払。委託確認書・引取証明書保存（3年）
	業務用エアコン、重機用エアコン
	環境部、
本社

	リサイクル

	資源有効利用促進法
	・発生抑制・長期使用、３Ｒ推進の努力義務
・廃棄時リサイクル料の負担
	パソコン、複写機
	環境部、
本社

	
	家電リサイクル法
	・買替、廃棄等業者引渡し時リサイクル料の支払
	テレビ、エアコン、冷蔵庫
	環境部、
本社

	
	小型家電リサイクル法
	・使用済み小型家電を市の処理方法に従う
	携帯電話、デジカメ
	本社

	
	プラスチック資源循環法
	・廃プラの排出抑制　・再資源化の取組み
	プラスチック廃棄物
	環境部、
本社

	
	自動車リサイクル法
	・車検又は買替時リサイクル料の支払
	自動車
	本社

	
	建設リサイクル法
	・解体工事における廃棄物分別解体再資源化
	建設廃棄物
	工事部

	化学
物質
	労働安全衛生法（石綿則）
	・定期健康診断の受診と診断書の保管
・石綿処理の事前届出・作業主任者の選任
	特定粉じん排出作業

（粉じん、石綿）
	工事部

	
	高圧ガス保安法
	・一般則の順守（バルブの静かな開閉、充填容器の転倒防止、衝撃防止等）
・作業箇所消火器の設置等
	酸素、アセチレンガスボンベ
	環境部

	
	三重県環境基本条例
	・公害防止、環境保全、環境負荷低減、県
への協力
	装置、自動車、廃棄物
	環境部

	
	三重県生活環境の保全に

関する条例
	・自動車対策（ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ）、焼却行為の制限、水質汚濁防止、騒音・振動・悪臭防止
	自動車、廃棄物、排水
	本社

	
	三重県産業廃棄物の適正な処理の推進に関する条例
	・産業廃棄物の適正処理、
・委託業者の処理能力確認
	産業廃棄物
	環境部

	
	三重県地球温暖化対策推進条例
	・温室効果ガス等の排出抑制
	装置

自動車
	本社

	
	三重県土砂等の埋立等の規制に関する条例
	・土砂等の埋立て等に関し、必要な規制を行うことにより、土砂等の埋立て等の適正化を図る
	埋立て土砂
	工事部

	四日市市条例
	四日市市環境基本条例
	・公害防止、環境保全、環境負荷低減、市への協力
	装置、自動車、廃棄物
	本社

	
	四日市市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例
	・廃棄物の発生抑制、減量、適正処理、再生利用、市への協力
	廃棄物
	本社、

環境部

	
	四日市市火災予防条例
	・指定数量未満の危険物の貯蔵、取扱いの届出
・消火器等、消火設備の適正配置
	少量危険物貯蔵取扱所（軽油）、
指定可燃物置場（木くず）、マシン油
	環境部

	その他
	道路運送車両法
	・安全運行、騒音振動の抑制、適正な整備点検
	収集運搬車
	環境部

	その他

の要求事項


	グリーン購入法
	・エコ製品の調達努力
	エコ製品
	本社

	
	顧客要求
	・産廃の優良認定
	M-EMS認証ＥＡ２１相互認証取得、産廃の優良認定取得予定
	本社、

工事部、環境部





環境部門








環境管理責任者





最高責任者








自己評価員チーム
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